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令和５年11 月17 日（金）～令和6 年3 月31 日（日） 

-

北

条

か

ら

徳

川

へ- 

徳川家康代官伊奈熊蔵手形（旧伊東市史杉山文書） 

伊勢宗瑞（北条早雲）宛行状（伊東文書・東京大学史料編纂所蔵） 

伊東市文化財管理センター（伊東市竹の台 3番 11号  電話 0557-36-2182） 



 

 

伊東市文化財管理センター 

 
開催期間／令和５年 11月 17日（金）～令和６年３月 31日（日） 

開館時間／午前９時～午後４時３０分（入館は午後４時まで） 

休 館 日／月曜日（月曜日が祝日の場合、翌日） 

       年末年始（12月 28日～１月４日） 

入 館 料／無料 

住  所／〒414-0026 伊東市竹の台３番１１号 

電  話／０５５７－３６－２１８２ 

ア ク セ ス 

公共機関：JR 伊東線・伊東駅から徒歩15分。 または、駅より 

       市役所方面行きバス「内野町」バス停下車 徒歩 ３分 

自動車  ：国道 135 号線を伊東駅前方面へ曲がる。 駅前通り 

      を下田方面へ進み、警察署の看板のある交差点を左折、 

      100ｍほど進む。複合施設竹の台幼稚園の２ 階。 

 明応２年（1493）、伊勢宗瑞（北条早雲）は駿河から伊豆に侵攻します。これは、伊豆にとって
衝撃的な出来事でした。当時、伊東郷を支配していた伊東氏は、抵抗の末、伊勢宗瑞に従います。
以後約 100 年わたり、伊東郷は北条氏の支配下に入り、平安時代以来の土地の一部を伊東氏が治
め、他は北条氏家臣や北条氏の所領となります。天正 18 年（1590）、天下統一を目指す豊臣秀吉

の小田原合戦により、北条氏は滅亡します。代わって徳川家康が関東に入国、伊東郷を含む伊豆は
家康の支配下となり、江戸時代へと続いていきます。 
今回の企画展では、北条から徳川へと支配が移り変わっていく戦国時代の伊東について、古文書

や発掘調査の成果などの資料をもとに紹介します。 

鎌田城跡遠景 鎌田城跡空堀 

井戸川遺跡出土の陶磁器 天照皇大神社棟札 宇佐美村宛 豊臣秀吉掟書 


